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1. はじめに

　先ず，最初に「自然栽培」について触れたいと思う。窒
素，リン酸，カリウムなどが入った化学肥料を全く使わな
い。さらに農薬も除草剤を使わず自然の力で健康で安全な
作物を育てている農家をご存知であろうか？それは，リン
ゴ栽培農家で「奇跡のリンゴ」の著者でもある木村秋則さ
んである 1)。
　リンゴの栽培には農薬や除草剤が必須とも言われていた
のを苦労の末，見事に使わない方式に覆した自然栽培農家
である。
　考えてみれば山に行けば，森林などには，肥料はもちろ
ん，農薬も除草剤も撒いていないのに見事に樹木が育ち，
さらに土地もふかふかしているのを見て疑問に思ったこと
があった。「奇跡のリンゴ」を読んで，その謎の一部が解け
た。
　一番，大事なのは土壌に隠されており，肥料や農薬や除
草剤を撒くことによって土壌が痩せ細り，そのような土壌
で耕作するものには健康な作物が収穫できない 2)。
　肥料や農薬などを施さない土壌で耕作すると，収穫量は
劣るものの味のよい安全な作物の収穫が可能になる。
　化学肥料と農薬を使った農法は第二次大戦後，何十年も
やっており，この「慣行栽培」が当たり前と思われていた
ものが，実は，違っていたのである。それが最近，証明さ
れてきたのである。
　また，春になっても鳥や虫の鳴き声が聞かなくなったこ
とに疑問を思って，克明に調べたのがレイチェル・カーソ
ンであり，その原因が DDT†などの農薬による化学物質が
起因しているのでないかと 1962年に世に問うたのが「沈黙
の春」という書籍であった（写真 1）3)。
　この書籍によって，環境問題を取り上げる機運となり，
10年後の 1972年にスウェーデンのストックホルムで，初
めて環境に関する国連人間会議「ストックホルム会議」の
開催に繋がった。この「沈黙の春」は化学物質の有害性を
考えさせる元祖となったと言える。

　さて，「自然栽培」を実践するとその土地にはカエル，ド
ジョウ，フナなど 80数種類の生物が田んぼに戻り，生息
し，例え，虫がいたとしてもカエルが捕食し，生態系を保っ
ているのである。農薬や除草剤などの化学物質がなくな
り，生物が生育するような良い環境になった 4)。
　日本では農業就業者が少なくなり，農業従事者の高齢化
が進み，耕作放棄地が増えてきているのが現状である。し
かし，一方で，この耕作放棄地に目が向けられている。
　長い間，放棄された土地は，草ぼうぼうの土地へと変貌
しているのに「宝の山」なのである。実は長い間，放棄さ
れたお陰で，化学肥料や残留農薬がなくなり，その土地本
来が持つ力が復活しているのである。こんな土地が全国に
あるから，「自然栽培」を目指す農家にとっては大事な土地
として注目されている。
　本来の自然の土地で，「自然栽培」で耕作した作物は腐ら
ず，枯れると言われる。そんな違いがあるという。山に行
けば葉は枯れている。腐ってはいない。腐っているのは微
生物が食べているからで，微生物が人間に食べないように
警告を与えている。
　未完熟な堆肥を使ったり，化学肥料を使ったりすると硝
酸濃度が高くなり虫が寄り付くようになる。虫が寄り付く
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写真 1.　沈黙の春（1962年）


